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スイス職業教育の構造
―ドイツ･デュアルシステムとの比較―

安　部　智　美

Structure of Vocational Education in Switzerland: Comparing with German Dual System

Tomomi ABE

はじめに
比較職業教育研究においては、グライネルト（Greinert）1）など職業教育学者の比較類型に従って分

析されることが多い。彼は、職業教育を市場モデル（アメリカ、日本等）、国家モデル（フランス等）、
国家制御的市場モデル（ドイツ）などと、訓練規制主体で分類している。しかし、デュアルシステムの
みに焦点を当ててみると、スイスやオーストリアの職業教育制度は、ドイツ型デュアルシステムのカテ
ゴリーの中に組み込まれ、それ以上語られることはない。大国であるドイツのモデルが、いわゆるデュ
アルシステムを代表するものとして扱われるが、国が異なるとそこに相違点が出てくることは十分に考
え得る。デュアルシステムを採用していると言うことで、ドイツモデルに自動的に類型化することは慎
重でなければならない。

そこで本稿では、ドイツモデルを採用している異なるデュアルシステム間の比較を行うために、スイ
スの事例を検証することとした。

スイスには様々な文化が共存し、国内比較も可能な多文化国家として、そして、比較職業教育の分野
での研究が数少ない地域として、研究対象とするのに興味深い国であると考えた 2）。また、日本におけ
るデュアルシステム研究は、徒弟制の成立過程、マイスター制度の特徴から、多くは実業、工業分野に
おいての研究がなされており、商業関係について言及したものは数少ない。そこで、本論文ではあえて
研究が進んでいない商業分野に焦点を当てた。

1．職業教育の現状
１－１．職業教育の全体における比率

スイスの教育行政はカントン（州）の支配下にあるので、各カントンによってその形は異なる。しかし、
基本的には前期中等教育終了時までは普通教育が行われ、後期中等教育進学段階で普通教育と職業教育
を選択することになる。この段階での職業教育進学者は 61.7％ 3）と、普通教育進学者を凌駕するが、こ
の割合は言語圏によっても大きく異なってくる。25 歳から 64 歳までの言語圏別最終学歴の割合を見て
みると、ラテン語圏では普通教育志向が、ドイツ語圏では職業志向が強いことが窺われる。これは、同
じ言語圏の教育制度および教育文化が影響しているものと推測される 4）。この普通教育における、いわ
ば「仏高独低」を裏付けるものとして、大学入学資格取得者カントン別割合を挙げることができる。ラ
テン語圏においては、その取得割合が高いカントンでは 30%、全体でも軒並み 20% を超え、平均約 15%
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のドイツ語圏を大幅に上回っている 5）。また、スイスには 2 つの連邦工科大学と 10 の総合大学の計 12
の高等教育機関が存在するが、その中で 5.5 大学がフランス語、イタリア語圏に属す 6）。両言語圏人口
がスイス全体の 35% 程度ということを考慮すると、ラテン語圏の教育志向が更に浮き彫りになる。

１－２．職業教育行政

このように教育制度の双翼の一つといえる職業教育は、一般に後期中等教育段階と高等教育段階に区
分できる。この際、後期中等教育段階での職業教育を職業基礎教育（Berufliche Grundbildung）、高等
教育段階のものは高等職業教育（Höhere Berusfsbildung）と呼ばれる。　

職業教育行政は連邦、カントン、職業団体の用件とされ、三者が協力してスイス職業教育の質の向上
と現場職業訓練席の確保を目指している。連邦レベルの職業教育を取り仕切るのは、国民経済省の職業
教育技術庁（Bundesamt für Berufsbildung und Technologie）で、この庁が各職業団体と協力して、職
種一つ一つにおける訓練や試験内容を規定し、職業学校でのカリキュラムを作成している。職業学校教
育に関しては、カントンの規制下にあるので、カントンは連邦レベルの組織、カントン教育長スイス会
議（Schweizerische Konferenz der kantonalen Erziehungsdirektoren）が、職業教育を実質的に管理運
営していく。各カントンには職業教育局が組織され、職業学校の指導や、職業に関する情報の提供、カ
ウンセリング、訓練状況の監視、修了試験の実施、教員市場を運営する。職業教育を支えている柱の一
つである職業団体は、該当する訓練規定の新案や改案を提案し、修了試験の作成を委任される。

職業教育の財政は、ほぼ全額が公費によって賄われており、連邦が約 10 から 30％を受け持ち、残り
はカントンと市町村とによって支えられている。職業団体は、訓練の教材や継続教育を援助することで
一端を担っている。

2

��������������(Höhere Berusfsbildung)�������

����������������������������������������������

����������������������������������������������

�����Bundesamt für Berufsbildung� und Technologie�������������������

�����������������������������������������������

����������������������������������������������

�Schweizerische Konferenz der kantonalen Erziehungsdirektoren��������������

�����������������������������������������������

�����������������������������������������������

������������������������������������������

� ������������������������������� 10 �� 30����������

������������������������������������������������

������

� 1� ����������

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � �

��:� Bundesamt für Berufsbildung und Technologie �������

��������������

��

������
����

������

������

����

����� 2 �
������

3-4 �

���� � � � ���� ������

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

図 1　スイスの職業教育進路
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（１）　後期中等教育段階の職業教育

後期中等教育段階の職業教育は、デュアルシステム（Duale System）と、全日制職業学校（Berufliche 
Vollzeitschule）でおこなわれる教育の二つの形態に分類することができる。

職業教育の大部分を占めるのはデュアルシステムで、ほぼ全職業分野で訓練形態の核となっている。
2003 年度における訓練職種数は 260 種で、訓練期間は職種に応じて 3 から 4 年におよび、事業所におけ
る実習と職業学校での座学から成っている。課程修了時には事業体及び職業学校で試験が行われ、この
試験に合格すると連邦能力証明書（Eidgenössische Fähigkeitszeugnis）と成績表、そして訓練期間中の
職務証明書（Arbeitszeugnis）が渡される。

もう一つの訓練形態である全日制職業学校は学校で実習と座学が行われる形態で、商業高校
（Handelslschule）や、職業作業所（Berufswerkstatt）などが有名である。商業学校の生徒は、修了時に
は修了証書（Diplon）が得られ、多くは卒業後に事業体で研修（Praktikum）を行う。作業学校は、主
にフランス語圏やイタリア語圏で拡大し、20 世紀後半には学業困難者や外国人子弟など不利な状態にあ
る生徒に職業訓練機会を与える役割を果たす機関となった。また、近年は市場の職業訓練席と訓練希望
者の隙間を埋める役割も果たしている。課程修了後の修了試験や取得できる資格は、基本的にデュアル
システムのものと同様のものである。

（２）　高等教育段階の職業教育

高等職業教育は職業教育法第 27 条で連邦高等専門試験 (Eidgenössische Höhere Fachprüfung) と連邦
職業試験 (Eidgenössische Berufsprüfung)、連邦専門大学 (Eidgenössische Fachhochschule) における連
邦認可の教育によって習得される、と規定されている。両試験は、試験規定のみ連邦によって定められ、
内容は各職業組織によって決定される。分野は多岐にわたり、約 350 の資格が認可されている。これら
の試験の準備コースを提供する高等専門学校（Höhere Fachschule）は 2 ～ 3 年の全日制と、3 ～ 4 年の
パートタイム制があり、入学資格は該当する職業訓練修了資格を持ち雇用就業経験があること、入学試
験に合格することで、大部分がカントンによって運営されている。

1996 年に高等専門学校を統合する形で専門大学が設立された。入学条件は連邦能力証明書と専門大学
入学資格で、大学進学資格所有者で進学を希望するものは、一年の企業実習が必要となる。現在スイス
各地域に7つの専門大学が存在し、養成教育以外に継続教育や、職業教育研究も盛んに行われている。ヨー
ロッパのボローニャ宣言 7）のスイスの採用による改革に伴い、2010 年までに全専門大学の修了資格は、
学士または修士となり、一般大学と同様の地位を得ることとなる。

２．スイスのデュアルシステムの量的・地域的布置状況
スイスの職業教育制度は、前述したとおり、職業教育学者グライネルト（Greinert,　Wolf-Dietrich）

の三つの職業教育の基本モデルでは 8）国家制御的市場モデル、すなわちデュアルシステムモデルに位
置づけられている。ドイツでもスイスでも、事業所と職業学校における二つの学習場所で訓練が行わ
れ、また、ドイツでは職業教育法（Berufsbildungsgesetz）が、スイスでは職業教育に関する連邦法
(Bundesgesetz über die Berufsbildung) が私企業へ職業訓練の包括的な枠組みを提供している。制度と
しては、ドイツもスイスもほぼ同じ国家制御型市場モデルであるといえる。

しかし、制度は同じようでも、国の内情により細部では様々な特色が生じていると推測される。スイ
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スの国家的特徴の一つは、一つの国に三つの言語圏が存在していることである。この言語圏は文化的に
同じ言語を有する隣国の影響を大きく受けている。デュアルシステムは本来ドイツ型の制度であるため、
スイス全土で広がっているとしても、やはり言語圏内で差が生じていると推測される。ラテン語圏が影
響を受けている隣国のフランスやイタリアの職業教育制度は、グライネルトの分類では官僚モデルとな
る。また、前述の大学進学資格取得率 9）でも明らかなように、これらラテン語圏ではフランス、イタリ
アと同様、学校傾向が強いということから、両言語圏の教育文化の職業教育分野への影響も予測される。
複数の言語圏を持つという要素は、デュアルシステムの、分布や教育内容に少なからず影響を与え、ス
イス独自のデュアルシステムを作り上げているのではないか。これらを明らかにするために、後期中等
教育段階の職業教育全体におけるデュアルシステムの量的・地域的特徴を以下に検討する。

前期中等教育終了後の職業訓練は、統計上でデュアルシステム、全日制の職業訓練、パートタイム制
の三つの形態に分類される。パートタイム訓練は、学校や目的にあった施設において職業訓練を行うも
ので、デュアルシステムのような事業所での訓練ではない。これは全日制職業訓練の定時制版といえる。
　　　　

2003 年度の後期中等教育段階職業訓練生におけるデュアルシステムの割合は平均 79.5%（男子：
82.7%、女子：75.8％）10）となっている。デュアルシステムを採用しているドイツ語圏他 2 国での割合は、
ドイツでは 61.8%（2003 年度）11）オーストリアでは 76.4%（2002 年度）12）となり、スイスは学校化傾向
の強いラテン語圏を抱えているにも関わらず、ドイツ型のデュアルシステムの割合が高いことを示して
いる。

２－１．職業別にみた訓練の分布

職業訓練の様々な形態は、職業分野 13）別に特徴づけることが出来る。上記の類型を使用し、これら職
業分野におけるデュアルシステムの割合を以下に示した。ここから明らかになるのは、農業、工業職種
においては、デュアルシステムの形態が高い割合で採用されていることである。逆に、第三次産業志向
の職種においては、全日制学校の割合が上記の職業分野よりも高い。これらは、デュアルシステムが手
工業分野を中心に発展してきたことと大いに関係あると思われる。

2003 年度の各産業の割合を 2005 年度スイス統計年鑑で見てみると、第一次産業が 5.7%、第二次産業
が 26.6%、そして第三次産業が 67.7% であった。デュアルシステムを採用しているドイツでは同様の順
に 2.2%、26.4%、71.3%、オーストリアは 5.4%、29.6%、65.0% となり、スイスは両国と比較してみると
第一次、二次産業分野の割合が高いといえる 14）。これより、第一次、二次産業の全産業における割合と、
各次産業志向の職業分野におけるデュアルシステムの採用割合は密接な関係にあると仮定することが出
来る。

上記の関係を裏付けるものとして、デュアルシステム採用割合の男女比を挙げることができる。スイ
スにおけるデュアルの割合は男子で 82.7%、女子が 75.8% であった。男子における訓練上位職業は工業
分野職種が多く、反対に女子の上位を占めている分野はサービス、事務職種である。第二次産業志向の
職種が多くを占める男子のデュアルシステムの依存率が、第三次産業志向の職種が上位を占める女子に
比べ高くなっているということからも、産業とデュアルシステムには関連性があるのではないだろうか。
この傾向は、ドイツとオーストリアでもみられる。
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２－２．地域別にみた訓練の分布

つぎに言語圏別にデュアルシステムの発展状況を見てみると、その差は歴然としている。当然という
べきか、ドイツ語圏（82.9%）に比べて、フランス語圏（68.8%）、イタリア語圏（74.2%）15）などのラテ
ン語圏ではデュアルシステムの割合が低く、全日制職業訓練の割合がドイツ語圏の各 3 倍、2.5 倍となっ
ている。これは、1 － 1 に上げたように、同じ言語を有する隣国の教育制度および学校文化が職業教育
分野にも影響を与えている結果と思われる。しかし、この文化的な背景のみならず、各地域の産業、経
済状況が訓練形態の比重に影響を与えていることも考えられる。前述したように、第一次、二次産業の
割合が全制度におけるデュアルシステムの割合と比例していると仮定すると、デュアルシステムを多く
採用しているドイツ語圏で、全産業における第一次、二次産業が、他言語圏よりも高いということとなる。
しかし、スイス産業の特徴を見てみると、これら産業の形態は、言語圏よりも地理的な条件が大きく影
響しているといえる。

表２にカントン別の産業分野割合、失業率、デュアルシステムの割合を挙げた。この表から、やはり
全体的にラテン語圏におけるデュアルシステムの割合の低さが見て取れる。また、ドイツ語圏でも第三
次産業が発達している地域でその割合が比較的低くなっている。さらに、言語圏を問わず失業率が全国
平均よりも高いカントンではデュアルシステムの採用は低くとどまっている。東スイス地域、中央スイ
ス地域などの山間部で、第一次、二次産業が盛んな地域は失業率も低く、これに関連してデュアルシス
テム採用の割合が高い傾向が見られる。
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Tiermedizin ����� 23.2 76.8 0

Gesundheitswesen ��� 18.7 79.4 2

Sozialwesen ��� 27.3 41.2 31.5

Persönliche Dienstleistungen ����� 7.2 89.9 2.9

Verkehrsdienstleistungen ��� 15 85 0

Umweltschutz ����� 0 100 0

Sicherheitsdienstleistungen ��� 61.5 38.5 0

Nicht bekannt oder keine näheren Angaben ���� 0 0 100

� � ��� 14.6 79.5 5.9

��� Bundesamt für Statistik � je-d-15.02.01.03.03 Sekundarstufe II, Berufsbildung: Schüler nach 

Ausbildungsform und Anerkennung ����

表 1　　スイスの職業分野別訓練形態の割合　2003 年度　（％）

参 照：Bundesamt für Statistik、je-d-15.02.01.03.03  Sekundarstufe II, Berufsbildung: Schüler nach 
Ausbildungsform und Anerkennung から作成。
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２－３．職業訓練の経済的効果　－失業率との関係－ 
上記の表で、産業や地域とともに、失業率がデュアルシステムに何らかの影響を与えていることが窺

われた。職業教育の中でも、デュアルシステムによる訓練は、企業の訓練生という雇用形態上、経済動
向の影響を受けやすい。景気が冷え込むと、コストは削減され、失業者は増加する。これと同様、企業
の従業員である訓練生も削減される。こういった状況下で職業訓練希望者が、訓練を諦める、あるいは
進学せざるをえないという状況も起こる。訓練先が見つからないという理由と、高学歴の方が就職に有
利であるという論理がここでは働く。堀内が「失業の脅威にさらされている青年が失業を避けて上級階
梯に進学している」16）と指摘しているように、高い失業率は高等教育化、学校化を促していると言える。
事実、高失業率のカントンの大学入学資格取得状況 17）を挙げると、ジュネーブ（以下失業率 1 位、資格
取得率 1 位）、ヌーシャテル（2 位、5 位）、バーゼル・シュタット（4 位、4 位）、ジュラ（6 位、3 位）
と相互関係が伺える結果となっている。フランス語圏の学校化傾向もさることながら、この失業率がデュ
アルシステム採用割合に少なからず影響を与えていると考えられる。

6
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��������

� 2� �������������� 2003��� ���

� ��� ����� ����� ����� ���� �����

��� 3,890,320 5.7 26.6 67.7 3.9 ���

������� 676,925 5.3 20.1 74.5 5.6 73% 
GE 238,894 1.2 16.4 82.4 7.1 48% 
VS 130,999 10.7 25.8 63.5 3.8 76% 
VD 307,032 6.3 20.5 73.2 5.4 85% 
���� 858,355 8.1 28.9 63.0 3.2 84% 
BE 516,594 8.5 25.5 66.0 2.9 88% 
FR 107,736 11.0 27.8 61.2 2.9 80% 
JU 34,451 11.1 41.0 47.9 4.6 75% 
NE 84,807 4.3 36.6 59.1 4.5 52% 
SO 114,767 5.0 36.1 59.0 3.6 95%
������ 537,211 3.5 32.0 64.4 3.6 87% 
AG 262,098 5.2 36.1 58.7 3.4 91% 
BL 119,902 3.9 33.7 62.4 3.4 84% 
BS 155,211 0.4 24.0 75.7 4.6 79% 
������� ZH 765,470 2.4 20.3 77.3 4.5 89% 
����� 530,447 8.2 33.2 58.7 2.8 93% 
AR 23,292 10.2 36.1 53.7 2.3 90% 
AL 6,658 21.7 29.2 49.1 1.6 � � � � �
GL 19,026 8.1 41.9 50.1 2.4 100%
GR 101,394 9.6 23.7 66.7 2.1 89% 
SG 237,083 6.3 34.2 59.5 3.1 93% 
SH 37,612 6.8 35.1 58.1 3.4 99%
TG 105,382 10.3 37.3 52.4 3.1 97% 
������ 358,787 8.7 28.9 62.5 2.8 91% 
LU 181,262 9.5 26.9 63.6 3.2 88% 
NW 19,484 8.7 28.7 62.6 1.9 100%
OW 15,966 14.1 36.2 49.7 1.7 93% 
SZ 57,336 9.7 32.4 57.9 2.3 97%
UR 16,091 13.5 33.9 52.7 1.2 100%
ZG 68,648 3.3 28.1 68.6 3.4 92% 
������� TI 163,125 2.6 28.0 69.4 4.5 77% 
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表 2　カントン別産業割合と失業率　2003 年度　（％）
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以上の考察により、スイスにおける訓練生のデュアルシステムへの依存度と職業教育全体に占める位
置を以下のように特徴づけることが出来る。
1. フランス語圏でのデュアルシステムの低割合は大学進学率とも関係してくる。大学進学資格取得者割

合とデュアルシステムの割合は反比例していることを考慮すると 18）、大学進学者と職業教育は互いに
自らのマーケットから他を押し出し合っている形になっているといえる。

2. デュアルシステムを採用している割合が高い地域は、第一次、二次産業が盛んな地域であり、失業率
も低いドイツ語圏である。これと反対に、第三次産業が盛んな都市部で、失業率の高い地域、そして
ロマン語圏ではデュアルシステムの割合が低い。

3. デュアルシステムの割合が約 5 割のジュネーブとヌーシャテルの両カントンを除くと、ラテン語圏で
ありながらも、スイス連邦に属しているということでドイツ、オーストリアと比較しても低くない割
合でドイツ型のデュアルシステムが採用されている。ドイツ文化の影響がスイスの連邦レベルで反映
しており、これが多文化国家ながらドイツ型の傾向が強い制度の原因と思われる。

３．スイスのデュアルシステムの質的状況
スイスの職業教育におけるデュアルシステムへの量的依存度が、ドイツ、オーストリアに比べ高いこ

とが明らかとなった。それではデュアルシステムの質的な部分にはどのような特徴が存在するのであろ
うか。これを明らかにするために、職業基礎訓練の体制や過程をドイツ語圏のグラウビュンデン州での
事務系銀行員 19）の養成を例に検討したい。資料は、特に記述しない限り、2005 年 9 月にグラウビュン
デン州における訓練生と指導者のヒヤリング調査結果にもとづく。

銀行員の職業訓練は、商業職業訓練（Kaufmännische Lehre）となり、他の諸職種同様、職業教育法、
労働法に基づき作成された当該職種の「職業訓練および職業終了試験に関する規則」（Regelment über 
die Ausbildung und die Lehrabschlussprüfung）20）に従い、厳格に実施される。この商業職業訓練分野
における主な実習訓練場所は、銀行、保険、行政、機械工業、信託、そして一般企業で、2004 年度の銀
行における訓練生数は 3814 人 21）で全商業職業訓練生の約 12% にあたる。職業団体によって体系的な訓
練課程が形成され、その訓練内容に地域差があまりない職種であるので、今回は銀行での養成訓練を例
として選択した。また場所については、ドイツ語圏はスイスの大部分を占め、言語の上でもドイツと比
較しやすいことから選定している。

３－１．採用までの流れ

義務教育終了後、職業の道を進むことを選んだ生徒は、希望の職種を決めなければならない。職種を
選んだ後に、訓練席の確保、訓練契約と進むがこれには一定の時間を要する。 

中学校卒業の 2 年前から、職業に関するガイダンスが始まり、保護者会、懇談会、個人訪問などを通
じて職業選択が行われていく。また学校外では、公私によって運営される職業カウンセリングが、職業
選択や継続教育に関する支援を幅広く行っている。連邦の規定により、各カントンには職業教育行政部
門が存在しており、職業訓練に関する情報の提供や指導者コースの開催などを取り仕切っている。様々
な情報を通して進路を決定した生徒は、希望の職種を扱う事業体に願書を提出する。この時期が大体、
卒業から 1 年前となる。

銀行に対する訓練生の応募の前提条件は中学校修了で、訓練期間は商業職業訓練の養成訓練と修了
試験に関する規定第 1 条 6 項 22）にあるとおり 3 年である。この銀行での願書提出の際に必要となって



－ 42－

くる書類は、中学校の成績、履歴書、手書きの志望動機とマルチチェックである 23）。マルチチェック
は職業訓練希望者に行われる適正検査で、希望職種にあわせ 5 つの分野に分かれており、銀行員とし
ての訓練希望者は、この商業分野を受験する。マルチチェックは、成績表で計り知れない部分や各中学
校における成績評価の意見の違いなどから志願者を公平に扱うために導入された。書類審査に合格す
ると、引き続き面接が行われ、最終的に採用または不採用が決定される。正式採用が決定すると、職業
教育法第 14 条訓練契約に関する条項にそって契約が結ばれる。この契約は、訓練契約に関する債務法

（Obligationenrecht）の第 344 から第 346 条に準じている。訓練契約には養成職種の名称、訓練期間、給料、
試用期間 24）、労働時間と休暇 25）が規定されており、最終的にカントンによって審査され認可される。

３－２．訓練過程

商業職業訓練も、多くの場合、事業所における実習と職業学校での理論的学習のデュアルシステ
ムが採用されている。しかし、厳密に言えば事業所における訓練は、実習と「事業所共通理論学習」

（Überbetriebliche Kurse）に分類される。職業教育法第 16 条 1 節には「職業基礎訓練は a. 職業実践教育、
b. 学校における一般教養と職業教育、そして c. 訓練中の職業業務で必要とされる実践と学校教育の補足、
からなる」とあり、事業所、職業学校、そして補足教育を行う「第 3 の場所」が訓練場所とされている。
商業分野は幅広く、業種も様々であるので、訓練分野に特別に必要な知識を身につけるために、この補
足教育が行われる。銀行員で言えば、銀行で実務訓練、職業学校で幅広い理論的商業学習、そして補足
教育として理論的銀行専門学習が行われている。例えば、訪問観察をした G 銀行では、理論的な学習に
42 授業日を費やしている。

（１）　事業所における訓練の流れ　

職業基礎訓練では、銀行業務の全容を幅広く修得することを目標とされているが、基礎教育段階で
は難度の高いもの、専門的過ぎるものは対象とならない。よって、基本的な銀行業務が指導されること
となる。訓練は各銀行に委託されてはいるが、スイス銀行協会（Schweizerlische Bank Vereinigung）
では、訓練モデルを示している。そこでは、1. 基本サービス (Basisdienstleistungen)、2. 金融部門　
(Finanzbereich)、3. 商業部門 (Kommerzbereich) の 3 部門での訓練を通して訓練生に幅広い知識を提供
することを推奨している 26）。G 州立銀行では、訓練生が 6 ヶ月ごとに異なる部門に配属され、3 年で 3
部門 6 分野での訓練を受けるようになっている。

スイスの銀行での養成訓練では、基本的にスイス銀行協会が作成した統一のテキストファイル 27）が使
用される。ファイルは公用語のドイツ語、フランス語、イタリア語で出版されているので、全スイスの
銀行での指導内容はほぼ同一であると言っても過言ではない。

養成訓練は、銀行の養成訓練担当部門や各指導者により体系的に行われており、商業職業訓練および
職業終了試験に関する規則の第 2 条「事業所への要請の項目」28）で、事業所における指導者は、a.2 年
の職歴を持つ商業職業訓練を終えた者、b.3年の商業分野における職歴を持つ他分野の訓練を終了した者、
c. 商業分野で職歴がある者で大学、高等教育機関、2 年以上の高等職業訓練を修了した者、もしくは連
邦高等専門試験、連邦資格の所有者、d. これまでに訓練生を指導し、商業分野において十分な経験があ
る者、と厳格に規定されている。訓練生の割合は、指導員の数に依存し、指導員が 1 人の場合は、訓練
生は 1 名で、それ以上は基本的に 1 名の訓練生に 3 名の指導者を必要とする。

事業所における訓練は実務と、理論学習からなるが、日常の実務は、各部署の担当者により定められ
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た項目に沿って行われている。このような日常業務に関する成績は「業務状況や学習状況」と呼ばれる
もので評価され、訓練指導者は年 2 回、訓練生の業務や態度に関する成績を、日常的な観察と最終的な
面接で判断する。基本的に日常的観察は部署の担当者に任され、面接は部署担当者と客観的な立場とし
て同席する訓練指導者とで行われる。

また、前述したように「事業所共通理論学習」という事業所や職業学校で行われる教育を補うコース
の参加も義務付けられている。カントンは職業団体と協力してこのコースを管理し、コースの期間は年
２～４日で、費用は連邦とカントン、事業所によって分担される。銀行分野における「事業所共通理論
学習」の主催者はスイス銀行協会となる。この「事業所共通理論学習」で銀行業務に関する様々なテー
マについて学習した後に、訓練生はテーマに即したレポート「過程のまとめ」の提出を課される。この
レポートは、年に一度、3 年間で 3 回の提出義務があり、平均成績は訓練修了試験の事業所の分野の 25%
に数えられる。また訓練生は自己の学習進度を自覚するため学習日記（Lernjournal）をつけなければな
らず、この内容も「過程のまとめ」の重要な部分となる。こうして提出された課題は、訓練担当者から
評価がつけられ、訓練責任者、事業所代表、訓練生のサインを記入後、地域の商業職業訓練試験委員会
に提出される。各セメスターの成績は、委員会によって保管され、最終的に修了試験の成績に換算される。

（２）　職業学校における学習

デュアルシステムのもう一方を構成する職業学校への通学は、職業教育法 21 条 3 節で全訓練生に義
務づけられている 。授業時間は１日あたり、必須の体育を含んだ 8 授業時間で、週 2 日以内となってお
り、授業時間は学年が上がるにつれて少なくなるよう組まれている 。職業学校開始の第 1 学年の最初に
は、基礎コースが設けられており、このコースでは事業所における訓練で必要な、コンピュータ知識や
接客など、基礎的な職業能力が伝達される。期間は 3 ～ 6 週間または 100 時間以内に及ぶ。その後の授
業は、まとまった一定期間に集中して授業が行われるブロック単位や、週単位などで行われる。

商業職業訓練は B コース、E コース、M コースの３種類に分かれており、職業学校での授業内容が若
干異なってくる。コースは、中学校の時点での成績が関係してくる。Bコースは標準コースとされ、Eコー
スは中学時代の成績が比較的良い者で、B コースに比べて職業学校における言語授業に重点が置かれ、
母国語以外を２つ専攻しなければならない。また、入学選抜試験が設けられている M コースは、職業訓
練とともに専門大学入学資格取得を目指すコースで、商業科目の他に、一般科目である数学、歴史、文
学などが加わる。なお、これらのコースは、職業学校におけるカリキュラム、資格に関わることで、事
業体における訓練内容はどのコースを選択していても同じである。
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表 3　グラウビュンデン州　C商業学校の商業職業訓練Eコースの教育課程表
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（3）　訓練修了試験

3 年間の訓練終了後に事業所と職業学校において修了試験が行われる。連邦は連邦組織や職業団体な
ど約 20 人から成る試験委員会（Prüfungskommission）を組織する。ここでは、スイス全土における統
一の訓練内容、目標、修了試験における全国統一部分が社会の政治経済状況と照らし合わせながら作成
される。事業所における試験の試験官は、カントンによって採用された 2 名の専門家で、銀行分野に関
しては、スイス銀行協会の作成したモデルに従って行われる。試験はロールプレイ方式で 30 分間行わ
れる。

職業学校分野では情報コミュニケーション・アドミニストレーション、経済と社会、経済と社会　
学校作成問題、経済と社会、母国語、第二公用語、外国語の 6 つの教科に計 4 回の自己学習の成績平
均が 12.5% ずつ計算され、最終成績が算出される。両試験合格後は、連邦能力証明書（Eidgenössische 
Fähigkeitszeugnis）と成績表が、また訓練指導者から訓練期間中の職務成績（Arbeitszeugnis）が渡される。
この資格は、スイス全土で承認される。

（４）　訓練終了後と就職

職業訓練全過程が修了すると、事業所との間で結ばれた訓練契約は終了する。訓練生は、一社会人と
して就職活動を行わなければならない。基本的に、訓練先に就職できるという保証はない。連邦能力証
明書は、全スイスで有効なので、就職はスイス国内どこでも可能となる。

2002 年 6 月 1 日 に ス イ ス と EU 間 で 資 格 を 認 可 す る 条 約（Gegenseitige Diplomanerkennung 
zwischen den EU-Staaten und der Schweiz）が結ばれた。これにより、主に大学レベルの専門職（医
師など）はヨーロッパ圏で認可され、その他の資格は当該国の資格との比較によって承認される運びと
なった。しかし、銀行員など特別な資格を必要としない職業にはこの条約は当てはまらない。ドイツな
ど、職業訓練が存在する地域では、スイスの職業資格も受け入れられるが、職業訓練が主流ではない国や、
高等教育が盛んな国では、職業高校卒業レベルとしか捉えられない。スイスの銀行は世界各国に支店を
構えているので、スイスから派遣されてという形での海外勤務は考えられるが、現地で就職となるとよ
ほどの経験か特別なスキルがない限り、難しいのが現状だ。

３－３　ドイツの銀行員養成との比較

以上にスイスの職業基礎教育段階での銀行員養成を見てきたが、その特徴を抽出するために、ドイツ
における銀行員養成課程との違いを以下に挙げる。資料は、職業教育法第 25 条に基づき作成された銀
行事務員訓練規則（Verordnung über die Berufsausbildung zum Bankkaufmann/ zur Bankkauffrau）、
統計局のデータ、凡例として２つのバイエル州の職業学校のカリキュラム表を参考とした。
1．まず、ドイツでは銀行員という一つの職種の職業訓練になっているが、スイスでは商業職業という

大きな枠組みの中の専門訓練という位置づけであり、銀行員という訓練職種が存在しない。銀行で
の訓練生数はドイツの 10 分の 1 の 3000 人弱と小規模なことから、銀行独自の資格を作ることは難
しいためと思われる。職業資格が細分化されていないので他の分野へ移行がし易い。

2．ドイツで銀行員の訓練を開始する者は、ギムナジウム出身者が半数以上を占めている。スイスでは、
ギムナジウムやディプロム学校を卒業した生徒には企業実習（Praktikum）という別枠を設けており、
前期中等学校卒業生と区別している。そのため、職業基礎訓練を開始する生徒の大半は前期中等教
育を終了したレベルの生徒となる。
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3．スイスでは商業職業訓練と訓練区分が広範囲なため、第三の学習の場といわれる「事業所共通理論
学習」が導入され、ここで職種ごとの専門知識が教授される。事業所における理論学習の割合が高い。

4．ドイツでは、訓練途中に中間試験が課される。スイスにはこのようなものはないが、全訓練期間を
通じて提出課題の設定等、より組織的なプログラムが組まれている。

5．職業学校のクラス編成は職種が細分化されていないがゆえ、授業科目も専門化されていない。例えば、
ドイツの職業学校では口座、資産運用、融資など銀行に関する専門的な科目が存在するが、スイス
では一般的な商業知識に止まる。また、スイスで特徴的なのが、言語学習で、3 年間で 720 時間にも
及ぶが、ドイツで例に取った 2 校ではそれぞれ 135、137 時間にしか過ぎない。複数の公用語の存在と、
義務教育における複数言語学習の影響が職業教育にも見られる。また、情報処理に関する科目がド
イツにはないが、スイスではかなりの時間を割いて指導されている。

6．スイスの職業学校における総時間数は 1640 時間（C 商業学校）、1740 時間（W 商業学校）で、ドイ
ツの 2 校（1053 時間、1119 時間）と比較すると明らかに多い。更に、「事業所を超えた理論学習」
の時間も考慮すると、スイスの職業教育における学校化の傾向が見て取れる。

7．修了試験において、ドイツでは職業知識のみが考査 29）されるが、スイスでは職業学校における言語、
広範囲の商業知識など一般科目も試験科目の対象となっている。

上記を総合すると、スイスの職業訓練は、ドイツと比べ職業学校では勿論、企業でのそれを含めて学
習の比重が高いことが伺われる。多くの訓練生が中学校レベルまでしか修了していないということから
も、専門教育のみならず幅広い知識を教授している。また、語学教育が盛んなのも特徴の一つで、この
多言語性がスイス人の就職市場における長所ともなっている。

スイスにおけるこのような特徴は、スイスの経済労働市場の狭小さもさることながら、同じ国内にフ
ランス式の職業教育システムが同居していることと無縁ではない。訓練修了者は言語圏を問わず、スイ
ス国内、そして時には外国人全体に向けて仕事をしなければならないからである。

まとめ
スイスでは、職業教育の政策決定などの体系は行政の規制下にあるが、財政を始め訓練実施や各種養

成には労働組合や社会諸団体などの参加によって取り決められている、いわば「パートナーシップ型」
を採用しているといえる。

本論より、スイスのデュアルシステムへの依存度がかなり高いということが明らかである。また、職
業教育の課程や方法の考察においては、ドイツに比べ理論学習の割合が高いことも実証された。職業学
校での授業時間はドイツをはるかに上回り、普通教育科目も語学を中心にかなりの時間が割かれている。
また、商業の分野に限って言えば、狭い範囲の専門教育というよりは、比較的幅の広い基礎教育を行っ
ているといえる。訓練形態はドイツモデルを採用していながら、内容はフランス職業教育の要素を大い
に含んでいる。ここに、多文化国家スイスのデュアルシステムの特徴を見て取れる。

以上を踏まえ、ドイツ型といわれるデュアルシステムの中でも、形態、内容に差があり、グライネル
トの類型論のように単純にカテゴリー化してしまえないことが立証された。このことから、広く比較職
業教育で活用されている分類モデルの使用には、十分な批判検討が不可欠である。
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＜注＞

1） ヴォルフ・ディートリッヒ・グライネルト著、寺田盛紀監訳『ドイツ職業社会の伝統と変容－職業教
育のドイツ的システムの歴史・組織・展望』晃洋書房、1998 年．（原著 Greinert, Wolf-Dietrich: Das 
"deutsche System" der Berufsausbildung: Geschichte, Organisation, Perspektiven. 2. Aufl. Baden-Baden: 
Nomos Verlagsgesellschaft, 1995.）

2） スイスの職業教育を直接扱ったものは、中野育男の「スイスにおける職業教育・訓練の動向」『世界の労働』
49(7), 日本 ILO 協会、1999 年、「職業能力の開発と職業教育のあり方 -- スイスの事例から」『世界の労働』
48（11）, 日本 ILO 協会、48、1998 年などのみである。

3） スイス統計局の調査では 2003 年前期中等教育段階終了後の生徒の 61.7% が職業教育を選択している。
4） 欧州委員会による各国教育制度報告を参照。
5） Bundesamt für Statistik.
6） フライブルグ大学はドイツ語とフランス語が使用されている。
7） 1999 年にイタリア、ボローニャでなされた「欧州高等教育圏」の構築のための欧州各国の共同宣言。欧

州域内の高等教育に学位システムと単位制度を中心とした共通の枠組みを構築し、人の交流を高め、欧
州域内の高等教育の国際競争力の向上を狙いとしている。欧州 29 カ国の教育大臣が署名。

8） 前掲、寺田盛紀監訳書、pp.4-9.
9） 大学入学資格取得率は、ドイツ語圏平均 15.5%、フランス語圏平均 24.3%、イタリア語圏平均 28.3% である。

10） Bundesamt für Statistik.
11） Statistisches Bundesamt Deutschland の「学校種別職業学校生徒数」の表からデュアルシステムによる

訓練整数を職業学校生徒総数で割った数から算出。
12） Statistisches Jahresbuch Österreiches, Gesamtübersicht des Bildungs- und Erziehungswesens im Schul- 

bzw. Studienjahr 2002/03の表から義務職業学校生徒をこれに職業高等学校生徒数を足した総数より割っ
た数から算出。

13） 職業分野 Bildungsfeld、教育分野（ＩＳＣＥＤ）２５分野のうち職業訓練があるもので、①芸術、②報
道、広告、③経済、経営、④情報、⑤エンジニア、工業、⑥実業、⑦建築、造園、⑧農業、⑨林業、漁業、
⑩獣医補助、⑪健康、⑫社会、⑬サービス、⑭交通、⑮環境、⑯保安、の 16 分野を言う。

14） ド イ ツ は Statistisches Bundesamt Deutschland、Erwerbstätige und Arbeitnehmer nach 
Wirtschaftsbereichen 2004 年 度 の 数 値 か ら 算 出 し、 オ ー ス ト リ ア は Statistisches Jahresbuch 
Österreiches の Erwerbspersonen nach Alter, Wirtschaftsabschnitten, Stellung im Beruf, 
abgeschlossener Schulbildung und Bundesländer から算出した 2003 年度の数値。

15） Bundesamt für Statistik、je-d-15.02.01.03.02 Sekundarstufe II, Berufsschulen: Schüler nach Berufsart, 
Ausbildungsdauer und -form. 

16） 堀内達夫「高学歴化における職業資格・免状の価値」小林順子編『21 世紀を展望するフランス教育改革
　－ 1989 年教育基本法の論理と展開－』東進堂、1997、p.207．

17） 表 2 参照。
18） 大学入学資格取得率は高い順に 1.GE、2.NE、 3.TI、 4.BS、5.VD、6JU、7VS となっている。またデュア

ルシステムの割合の低い順は 1.GE、2.NE、3.VS、4.JU、5.TI、6.VS、7.BS で両方にほぼ同じカントンが
見られる。

19） 銀行ではいわゆる銀行員の他に、情報処理専門職種の訓練も存在する。
20） 資料参考 2 参照。
21） Käufmannische Lernende nach Branchen 1997-2004, SwissBanking Augst 2005. 
22） Kaufmännischer Angestellter/Kaufmännische Angestellte　Reglement　über die Ausbildung und die 

Lehrabschlussprüfung　vom 24. Januar 2003, Art.1-6 Die Lehre dauert drei Jahre. Sie beginnt mit 
dem Schuljahr der zuständigen Berufsschule.

23） www.multicheck.ch を参照。
24） 試用期間は最低 1 ヶ月、最長で 3 ヶ月である。
25） 20 歳までは毎年最低 5 週間の休暇がある。
26） Swissbanking による銀行養成訓練モデルを参照。Modelllehrgang Bank Profil E, P.3.
27） Ordner 3. Auflage 05/2004,Verlag des Kaufmännischen Verbandes Schweiz.
28） 1. Ausbildung 1-1 Lehrverhältnis, Art2 Anforderungen an den Lehrbetrieb.
29） 筆記は 180 分以内の銀行経済（口座、支払流通、資産運用、融資）、90 分以内の経理、90 分以内の

経済･社会（人事、職業教育、経済政策）、口頭は顧客相談に関して 20 分間。




